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日

本
産
ヂ
ス

ト

マ

（

妹
尾
）

　
　
 

マ
§
ミ

詳
曇
丶

ミ，
蟻

ミへ
←

（

罵

轟
二

兮
幹

）

　
　
ト・

套
ミ、
ミ．「砺

ミ
ミ
妻
ミ

（

羅・
ぎ・
き・
こ

　

即

ち
最
後
の

8

§
ミ

ミ〜
≧

へ
寒

ミ啅
ミ

な

る

も
の

は
、

一

九
〇

C

年

斈
寄
・・

9
氏
が

始
め

て

ミ
み

§・・
ミ
ミ

；°
章

亨
し

て

報

告
し

た
る

も
の

を
、

（

≧》

肇、’

z

茎

ぎ

ζ
＝

二・°
つ。

＝
）

後
に

至

り

】
、
影
；

氏
は

託
、へ
ト

ミ

蓼
ミ

な
る

属
こ

な

せ

り
（

＞

Ec
さ

写
螽

ま

℃．

ま〔
こ

、

而
し
て

最
近
一

九
〇

五

年
に

エ

薮
ゴ

ニ．
匙

氏
は

更
に

そ
の

生

殖

孔
が

蟲
體
の

中
央

線
に

あ

ら

す
し

て
、

奈

ー

左
側
に．
偏
在
す
る

こ

い

ふ

を
以

て

丶・
ミ
ミ、、
ミ
窮

な

る

所
観
に

變
入

し

た

る

も
の

な

り
。

故
に

以

上
六

種

を
一

括
・
し

て

旻）・
蓋

氏
の

分

類
せ

る

一、

7

冓
○

論

睾
三
じ

き

な

る
一

の

【叫
三
う

夛
三「

の

中
に

は

次
の

如
く

排
列

す
る

を

得
べ
・
し
Q

　
　

　
⊂
P
裳
ご

h

登
＝「
一
∀一

 

＝

冖・
つn「［
」

二

P［
；

＝

聾

　
　

　
　
　

（
〜
雲゚

　
一
、

き

ミ・
ミ
・

丶b丶
ミ
ミ
ミ
ミ
ξ〜

ミ、
ミ
・

ミ
奪

き

鬘

ミ
ミ
塗

一

　
　

　
　

　

　
　

　
　

、

く゜
へ、丶へ
こ・
、−

　
　

　
　
…
丶 ．°

9
ミ
丶

隻
羣

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

≧
、
ミ

ミ
ミ
奪

丶

卜

气
ミへ・ヘ
ミ〜
ミ
帆

貯
け

9
　…

　

　
　

　

　
　

ミ．

　
　

　
　
一
丶

津

、、・
こ

こ・
　
　

」

く鹽
こ
ミ・
叙

隠、
こ

ン

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　直

　
以

上
の

六
種
は

何

れ
も
生

殖

孔
は

蠹

體
の

中

央
線
に

存
せ

す

む

て

體
側
に

偏
在
す
る

も
の

な

る

が
、

予
の

發
見

む
だ

る

日
本

産
ト

厂

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

＝
一

　

ノ

ナ
マ

ガ

ヘ

ル

（

≧
・・
き
ミ
こ、
ミ
）

の

膓
に

寄
生
す
る
「

デ

ス

ト

マ

」

　

も

同
じ
ぐ

醴
の

左

側
に

偏
在

し
た
る

生
殖

孔

を

有
す

、

而・
し

て

こ

　

れ

を

前
記
六

種
の

蟲
體
に

比

較
す
る

に

甚
だ

近

接
せ

る

ヘ

ル

ワ

ン

　

プ

な

b
ご

雖

も
仔

細
に

之

を
観

察
す
る

ご

き

は

萠
者
の

］
冨
「

σq
＝

9

 
　

の

。

に

全

ぐ
一

致
せ

ざ
る

所
あ
る

を

菠
見
し

党
bo

故
に

比
較
的

尤

一一
　

も
近
き
丶・
λ
鮮

、

。

§

ミ
ミ

の

膓

壁
に
エ

ン

シ

ス

ト

せ

る

に

對・
し

予
の

一…
　

蟲
體
ば
一

包
9．
話

よ
り

や
よ

後

部

に

自

由

生
活

を
な

せ

る

よ

り

へ
　

丶・・
、

ミ、．、
ミ

な
る

新
稀

を

附
す
る

こ

ご

よ

な
せ

り
〇

一　
　
　

丶・・

ミ

ミ
ミ

は
ト

ノ

サ

マ

ガ

ヘ

ル

の

一
．

旨
簍

よ

り

膓
に

曲

…
　
、卩
り

ん
ご

す
る

部

位
に

寄
生
・
し

全

ぐ

そ
の

所

在
は

丶削、．°

ミ、
气

ミ
ミ

 皿
　

の

そ
れ
に
一

致

す
、

而
こ

て

予
の

實
驗
す
る

所
に

よ

れ
ば

此
蠹

體

…一
　

が

只
單
一

に

寄
生

す
る

事

稀
に
・
し

て

多
く
は

同

種
の

も
の

そ
の

齢

一
　

を

異
に
・
し

、

數
多
群
居

」

勺

る

を
常

こ

す
o

…
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　

　ミ
　

　
へ

　
　
　

蟲
體
の

形
ち
は

多
少

卵
圓

形
に

し

て
、

N、、．°
へ
§
〜
雲
題

の

如
く

厂
　

圓
形
な
ら
す

、

又
丶、
丶・
・ 
ミ
ミ
ミ一 ．

の

如
く
長

き

箆
形
に

め

ら
す

し

　

て

却
て

  ．．
丶

ミ．
蔑

の

形
ち
己

酷
似
し

、

そ

の

前
端
や
ー

尖
b
後

　

端
は

圓
み

を
帶
ぷ

。

予
の

得
た
る

蟲
體
の

最
大
な
る

も
の

に

て

長

　

徑
一

、

二

七
ミ

メ
、

巾
○

、

入

九
ミ

メ
、

を
示
せ

b
。

へ
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も

　

　

ミ
　

　
へ

　

雨
吸
盤
は

不
等
に
・
し
♂

」

、

　
口

吸ρ

盤
は

○
、

一

七
ミ

メ

、

腹
吸ゲ
般址
は

○
、

一

二

五
ミ

メ

の

面
徑
に

逹

す
。

表

皮
は

○
、

○

〇
五
ミ

メ

の

厚
さ

を

有
し

、

而
む
て

體
の

最
後

端
を

除
き

殆
ん

ざ
一

面
に

無

數
の

小

縣

針
を

密
生
す

る

二

ε

 
丶・
〔
ミ

〜
耄
蕁

に

似
た
b
。

而

し
て

針
の

長
さ

は

○
、

○

〇
五
ミ

メ
、

巾
○

、

○
〇
一

ミ

ノ

を
有
し

相

互
の

距
離
は

○
、

OC

三
11

、

メ

を

算
す
o

　
ヘ

　
　

ロ

　
　

へ

　

清
化

器
は

小

さ

き

咽
喉
及
び

短
か

き

食
道
に

次

ぎ
て

雨
肢
に

分

れ
た

る

膓
あ
b
、

そ

の

形
ち
は

 
、

＝・
こ

こ

〉

耄
窒

の

如
く

恰

も

軍

艦
時

計
の

ネ

ヂ

に

似
た

り
。

然
れ

こ

も
决
し
て

口

腹
兩
吸
盤
の

中

間

點
以

下
に

は

達
す
る

事
な

し
Q

内
容
物
は

黒

色
叉
は

褐

色
の

粒

默

體
を

包

藏
す

。

　
ヘ

　
　
ヘ

　

　
へ

　
秘
尿

器
は

V
字
舩
に

開
き

た
る

羹
に・
し
ぐ、

」 ．．
丶

ミ、・
」、°

ミ、
ヤ

丶、
耄
舞

に

似
た

り
、

雨
肢
の

嚢
は

腹
吸
盤
ご

同

じ
水
孕

線
上

に

逹

す
而
し
て

中
に

水
状
液

を

充
た

し

多
少
光

線

を
械

折
す
る

油

玳
の

大
小

粒

體

を
浄
遯
す
る

を
見
る
o

　
ヘ

　
　
ヘ
　
　

ヘ

　

　
　

　　ヘ
　

　
ヘ

　

　
へ

　

　
も

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　
　

ヘ
　
　

ヘ

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　
　
ヘ

　

　
ヘ
　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　

ヘ
　

　
ヘ

　
　

ヘ
　

　
ヘ

　

　
ヨ

　
生
殆
器

、

こ

れ

そ
の

生
殖
門
の

位
置
に

よ
り

予
の

蟲

體
が

固
有

ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

へ

　

　

ぬ

　

　

も

　

　

　

　

　

へ

　

　

も

　

　

も
　
　
ヘ

　

　カ
　

　

へ

　

　

ち

　

　

ヘ
　
　
へ

　

　

ぬ

　

　

ヘ
　
　
ヤ

　

　

も

　

　

セ
　

　

へ

の

特
徴

を
示

す
所
な

b
、

 、．．
「、へ
v

ミ
ぎ

蕁
♂

一

ド

ぢ冖一

3
喝一．
＾

詐

亭

へ

　

　
ぬ

　
　
も
　

　
ぬ

　

　
　

へ

　
　
あ
　
　

も
　

　
も

　

　
ヘ

　

　
へ

　
　

　

も
　

　
も

　

　
も

　
　
も

　

　
ヤ

　
　
ヨ

　

　
ヘ

　
　
ミ

　
　
ヘ

　
　

ネ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　
　
ヤ
　

　
コ

喚．｝、”

及
び

一．一

」
匚

巳

宙
努

に

て

は

腹
面
の

左

側

端
に

各

生
殖

孔

　

日

本
産
ヂ

ス

ト

マ

〔

妹

尾）

’

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　

　

、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　、
　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
の

　
、

　
、

　

を
有
す

れ

ざ

も
、

日

本

産
の

も
の

に

て

は

體
側

端
に

あ

ら
す
叉

中

　
ヘ

　

ヤ

　

い

　

へ

　
た
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

　

ぬ

　

へ

　

も

　
へ

　

し

　
　

ヘ

　

ヘ

　
マ

　

へ

　
ほ

　

た

　

ヘ

　

へ

　

た

　

央
線
に

も
あ

ら
で

し

て
、

や
≧

左

側
に

偏
し

、

膓
及
び

卵
巣
の

後

　
も

　

ヘ

　

へ

　

ら

　
へ

　

も

　

ヘ

　

へ

　
も

　

し

　

へ

　

る

　

モ

　

セ

　

へ

　
も

　
　
コ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヤ

　

た

　

方
に

位
置

す
。

こ

の

點
は

ヱ

蛋
『
「

山

氏
の

、・
ミヘ
ミ

ミ
鞏

ミ
へ

§
ミ
ミ

　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

　
し

　

へ

　

た

　

も
　
　ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　
　

へ

　

を

　
へ

　

た

　

も

　
う

　

ヘ

　

カ

　

に

獨
り

酷
似
す
ご

雖
も

又
こ

れ
ご

比

較
す
れ

ば

そ
の

生

活

す
る

状

〜
　
へ

　

　

ゐ

　
　
も

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　
　
ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

ヘ

　
　
ヘ

　

　

ヘ

　
　

ヘ
　
　

ヘ

　

　
へ

　

　

ゐ

　

　

マ
　
　

ヘ

　
　

ヘ

　

　

ヘ

　
　
へ

　

態
及
ひ

其

他
の

諸

器

官
が

明

か

に
一

致
せ

ざ
る

所
あ
り
。

｝
　

　
ヘ

　
　
へ

　

　
ま

　
　
へ

 
　

　

雄
生

殖

器
、

二

個
の

罪
九
は

蟲

慌
の

短

中

軸
線
の

前
方
に

位
し

…
　

球
肱

从

又

は

楕
圓
凹

形

を
口

花

す
而
型
し

て

昏
一

本
の

輪
精
瀞

官

を
甲
…

ド
」

・
し

相…

へ　
　

合・
し

て

チ

川

ス

ボ

イ

テ
川

に

入

る
。

他
の

へ

川

ワ

ン

テ

ご

異
る

所

皿
　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　

マ

　

　ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
　

ヘ

　
　
マ

　

　ヨ
　
　
ヘ

　

　
ヘ

　
　ヘ
　
　

ヘ

　
　
へ

　

　
ゐ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　

　

ヘ

　
　ヤ
　
　
ヘ

　
　

ヘ
　
　

ヘ

　

　

ヘ
　

　

へ

 
　

は

射

精
管
の

方

60
が

髀
側
に

向
か

す・
し

て

却
て

長
中

軸
線
に

向
く

一
　
へ

　
　
ぬ

　

　
ち

　

事
な
り
。

 …
　

　
ヘ

　
　
ヵ

　

　
ヘ

　

　
へ

　

　

雄
生

殖

器
は

長
申

軸
線
土

に

あ

り
て

球

状
を

な
し

膓
の

後

部
に

〜
　

位
す

、

直

徑
は

3
、

一

四
ミ

メ

を

算
す

、

韓
卵
管
は

後

方
に

走
り

第

 
　
一

に

受

精
腟
に

至

る
、

此

處
に

は

多
少
の

精

蟲
ゐ

り

て

そ

の

移
動

　

す
る

を
認
め

得
べ

む
、

翁
ラ

ウ

ラ

ー

氏
管

、

受

精
嚢
及
び

二

本
の

　

輸
卵
管
降
ら

兼
り

て

相

會
合
す
る

な
り
D

　

　
ヘ

　
　

ヘ
　
　

へ

　

　

卵

黄
巣
の

位
置

及
び

形
態
は

叉
固

有
な

る

も
の

に
・
し

て
、

葡
萄

　

状
を

呈
し

全
く

驩
の

前
端
に

位
す
Q

子

宮
は

丶
w

乱
ミ
ミへ
ぎ

の

そ

　

れ

ご

異
り

却
て

丶、°

ミ
〜
毒
毒

に

似
陀

り

そ

の

後
端
は

睾

丸
ご

チ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

N 工工
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（358 ）日 五 十 月 二 十 年 十 四 治 明

　

日
本
産
ヂ

ス

ト

マ

（
妹

尾
〉

ル

ス

ボ

イ

ク

ル

ご

の

中

間

を
上
ら

て

生
殖

門
に

逹
す
o

　
ヘ

　

　

へ

　
　

も
　

　

へ

　

卵
の

形

羝
は

細
長
に

し
て

長
軸

○
、

〇

三
三
ミ

メ
、

、

巾
○

、

＝
二

三
ミ

メ

に

逹
す

、

卵

殼
は

黄
褐
色
に

6
て

卵
蓋
明
了

な
bQ

寄

崖

の

塲

所

子

　

宮
　

蔓

卵

　

黄

　

集長

醐

の

大

　
さ

雨

吸

盤

　
直

雀

の

比

　
例

亙

　

殖

　
　

孔

卵

集丸

蛙
の

℃

扈
o
コ
努

の

後
端
に

自
由
生
活
を

な
し

て

寄
生

す

體
の

後
に

多
く

存
在
す

一一

　、

六

ミ

メ

樹
枝

状
に

し
て

頸

に

位

す

巾萇
（⊃○

ぬ 　　 モ

○ 〇

三 四

ミ ミ

メ メ

ヨ
伍

図

」
西

砿

Z
 

　
一（
ご
】
訟

 一

體
の

前

端
頸

部
左

部
端
に

あ

》球
形
に

し
て

長
中

軸
線
上
に

位
し

腹
吸

盤
の

前

屶
に

あ
り

球

形
喉
頭
の

左

右
に

あ

頃
て

一

全
く

虫

體
の

前
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